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八
月 

別
名 

葉
月
（
は
づ
き
）
建
酉
月
（
け
ん
ゆ
う

げ
つ
）
仲
秋
。
葉
月
は
「
葉
落
ち
月
」
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
ま
す
。 

『
八
月
の
花
』 

向
日
葵
（
ひ
ま
わ
り
）
、
朝
顔 

万
物
み
な
し
お
れ
る

時
季
に
む
し
ろ
勢
い
よ
く
咲
く
ひ
ま
わ
り
と
あ
さ
が
お

の
花
は
、
見
て
い
て
爽
や
か
に
元
気
に
し
て
く
れ
る
ま

さ
に
季
節
の
花
で
す
。 

 
 
 
 

や
ま
ゆ
り 

 

百
日
紅
（
さ
る
す
べ
り
）
、
カ
ン
ナ
、
白
粉
花
（
お
し

ろ
い
ば
な
）
、
大
待
宵
草
（
お
お
ま
つ
よ
い
ぐ
さ
）
、

百
日
草
、
下
野
草
（
し
も
つ
け
そ
う
）
、
鷺
草
（
さ
ぎ

そ
う
）
、
露
草
（
つ
ゆ
く
さ
）
、
駒
草
（
こ
ま
く

さ
）
、
夕
菅
（
ゆ
う
す
げ
）
、
野
甘
草
（
の
か
ん
ぞ

う
）
、
山
百
合
、
小
鬼
百
合
（
こ
お
に
ゆ
り
） 

河
出
書
房
新
社
、
鈴
木
充
広
書
「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
講
談
社

カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
３
６
５
日
「
今
日
は
何
の
日
か
？
」
辞
典
よ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
  

 

      

『八
月
の
言
葉
』 

 

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
か
は
神
学
上
の
問
題
と

し
て
お
い
て
、
神
の
子
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
が
私
た
ち
の

た
め
に
十
字
架
上
に
贖
罪
（あ
が
な
い
）の
血
を
流
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
ま
た
こ
れ
を
信
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
と
、
罪
と
い
う
も
の
は
初
め
て
私
た
ち
の

上
に
は
力
の
な
い
も
の
と
な
り
、
私
た
ち
は
罪
を
悪

（に
く
）み
、
義
を
愛
し
、
今
日
ま
で
は
何
と
な
く
遠
ざ

か
っ
て
い
た
神
を
真
に
私
た
ち
の
父
と
し
て
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
生
涯
が
光
沢
を
生
じ
て
楽
し
く
な
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 医院だより  
 

目
次 

 
 

１ 
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葉 
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熱
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一
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 り
、
死
が
恐
ろ
し
く
な
く
な
り
、
私
た
ち
の
仇
敵

（き
ゅ
う
て
き
）ま
で
が
愛
す
べ
き
も
の
と
な
り
、
非

常
な
変
化
が
私
た
ち
の
心
中
に
起
こ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

内
村
鑑
三
『一
日
一
生
』七
月
十
六
日 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
堀
蓮
園
に
て 

 
 
 
 
 
 

 

 

『
八
月
の
暦
』 

 
 

 

一 

日 
 

八
朔
、
水
の
日 

 
 

 

二 

日 
 

土
用
二
の
丑
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
、 

 
 

 
 

「
石
麻
呂(

い
わ
ま
ろ)

に
我
も
の
申
す 

 

夏
痩
せ
に
よ
し
と
い
う
も
の
ぞ 

 

鰻(

む
な
ぎ)

と
り
食(

め)

せ
」 

万
葉
集
巻
１
６
の
３
８
５
３ 

大
伴
家
持 

 
 

 
 

 

（
上
島
）
鬼
貫
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
ょ
っ
ぽ
り
と
秋
の
空
な
る
富
士
の
山 

 
 

三 

日 
 

秋
田
竿
灯 

 
 

 

五 

日 
 

山
形
花
笠
祭 

 
 

 

六 

日 
 

広
島
平
和
記
念
日
、
仙
台
七
夕 

 
 

 

七 

日 
 

立
秋 

 
 

 

八 

日 
 

世
阿
弥
忌 

 
 

 
九 

日 
 

長
崎
原
爆
の
日
。 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
式
の
予
定
だ
っ

た
。 

 
 

 

十 

日 
 

山
の
日
。 

西
鶴
忌 
浮
世
の
月
見
過
し
に
け
り
末
二
年 

 
 

 

十
三 

日 

月
遅
れ
盆
迎
え
火 

 
 

 

十
五
日 

 

月
遅
れ
盆
、
終
戦
記
念
日
、
全
国
戦
没
者

追
悼
式 

 
 

 

十
八
日 

 

太
閤
忌
（１
５
９
８
年
）  

 

 
 

二
十
三
日 

 

処
暑
（暑
さ
が
少
し
和
ら
ぐ
こ
ろ
の
こ
と
）  

 
 

二
十
五
日 

 

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
予
定
だ
っ
た
。 

 
 

三
十 

日 
 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
来
日
（１
９
４
５
年
） 

 
 

三
十
一
日 

 

二
百
十
日
、
立
春
（三
月
四
日
）か
ら
数 

え
て
２
１
０
日
目
、
台
風
が
多
い
と
さ
れ
た
。 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（
神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ 
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 お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・
在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･
治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ
（、
現
在
は
休
止
）  

○
肺
炎
球
菌
・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

三
、
八
月
二
十
三
日
（日
） 

は 

休
日
当
番
医
で
す
。
九
時
～
十
八
時
ま
で
受
付
。 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

＊
八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
は
お
盆
休
み
で
す 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お

り
ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多

く
、
全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に 

来
院
さ
れ
る
か
電
話
で 

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
 

な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重
症
者
の
処

置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

ご
意
見
、
ご
助
言
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
玄
関
に
あ

る
ご
意
見
箱
か
、
職
員
、
院
長
ま
で
お
話
し
い
た
だ

け
れ
ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
、
木
曜
日
の
診
療
及
び
検
診
、
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て 

 

内
視
鏡
検
査
（胃
カ
メ
ラ
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
）
が
コ
ロ 

 

ナ
感
染
防
止
の
た
め
当
分
で
き
な
い
た
め
、
外
来
は 

 

一
般
外
来
を
こ
れ
ま
で
通
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

特
定
検
診
、
内
視
鏡
検
査
は
藤
岡
多
野
医
師
会
で 

は
九
月
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
の
で
、
広
報
や
、 

お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

      

    

七
、
開
院
十
八
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

 

七
月
三
十
日
（
木
）
に
職
員
だ
け
で
行
い
ま

し
た
。 

 

（
院
長
の
ひ
と
り
ご
と
で
詳
し
く
触
れ
ま
す
） 

       

月 歯のホワイトスポット（歯の白濁） 

火 しみ・ソバカスの悩み 

水 口腔ケアはがん治療に欠かせない 

木 妊娠高血圧症行群 

金 歯磨きが感染予防に？ 

土 不整脈のいろいろ 

http://www.raijin.com/kenko/
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 か
が
み 

 

ま
ど
み
ち
お 

 

 

こ
の
地
球
の
う
え
に
は 

ほ
う
ぼ
う
に
置
い
て
あ
り
ま
す 

海
や 

川
や 

湖
水
（
み
ず
う
み
）
な
ど 

さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い
か
が
み
が 

 

そ
れ
が 

そ
こ
に
置
い
て
あ
る 

と
い
う
よ
り
も
相
応
（
ふ
さ
）
し
い
こ
と
は 

こ
の
世
の
中
に
な
い
か
の
よ
う
に 

 

そ
れ
は 

私
た
ち 

生
き
物
だ
け
の
た
め
に
で
し
ょ
う
か 

山
や 

雲 太
陽
や 

星
た
ち
で
さ
え 

じ
ぶ
ん
の
顔
を
見
た
く
な
る
こ
と
が 

あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

 

童
話
屋 

工
藤
直
子
編 

ま
ど
・
み
ち
お
詩
集 

『
せ
ん
ね
ん
ま
ん
ね
ん
』
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

心
寄
り
植
ゑ
し
草
木
の
今
老
い
の 

小
さ
き
負
目
（
お
ひ
め
）
に
な
る
に
や
あ
ら
む 

さ
く
ら
鍋
硬
か
り
け
れ
ば
豚
に
か
へ
き 

 
 
 
 
 

佐
千
夫
先
生
と
の
最
後
の
食
事 

 
 

土
屋
文
明
『
続
青
南
集
』
か
ら 

 

そ
の
か
み
の
悲
田
施
薬
の
お
ん
后 

い
ま
を
坐
（
ま
）
す
が
に
を
ろ
が
み
奉
（
ま
つ
）
る 

父
ゆ
ゑ
に
臨
終
（
い
ま
は
）
の
き
は
の
も
の
言
ひ
に 

か
た
ゐ
の
我
を
呼
び
給
ひ
け
む 

喜
多
八
が
関
西
訛
り
に
啖
呵
を
切
る 

癩
療
養
所
の
芝
居
た
ぬ
し
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
石
海
人
全
歌
集
よ
り 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ソ
バ
ナ 

 

け
ん
こ
う 

（百
二
十
九
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（５
） 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
国
内
で
も
指
定
感
染
症
に
指
定
さ
れ
様
々

な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
内
で

は
感
染
経
路
が
明
確
で
な
い
感
染
例
が
数
多
く

報
告
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
施
設
で
は
入
所

者
、
職
員
と
も
に
感
染
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療
従
事
者
の
感
染
や
院
内
感
染
が
問
題

に
な
る
と
同
時
に
、
医
療
防
護
具
（マ
ス
ク
、
帽

子
、
手
袋
、
ガ
ウ
ン
な
ど
）の
不
足
に
よ
り
医
療

現
場
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
、
医
療
崩
壊

に
陥
り
か
ね
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。 

４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た
政
府
の
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
り
感
染
者
数
が
減
少
し
た
が
、
５

月
２
５
日
を
も
っ
て
全
て
の
都
道
府
県
で
解

除
さ
れ
た
あ
と
東
京
中
心
に
再
度
感
染
者
が

増
加
し
、
７
月
２
２
日
か
ら
計
画
さ
れ
て
い

た
ゴ
ー
ツ
ー
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
東

京
を
除
く
と
い
う
中
途
半
端
な
状
態
に
な

り
、
新
規
感
染
者
は
１
日
１
５
８
０
名
、
累

計
で
３
万
７
千
人
を
超
え
、
死
亡
者
数
は
１



5 

 

０
１
３
人
と
な
っ
た
（
８
月
１
日
現

在
）
。
確
か
に
死
亡
率
は
減
っ
て
い
る

が
、
感
染
者
数
が
多
く
な
れ
ば
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
国
民
の
生
命

が
安
全
で
あ
っ
て
こ
そ
の
経
済
で
、
こ
れ

を
一
番
に
置
く
（
経
済
の
優
先
）
こ
と
が

間
違
い
な
の
で
し
ょ
う
。 

 
 

医
療
品
・
備
品
の
圧
倒
的
な
不
足
の
中
で

２
波
、
３
波
に
備
え
な
く
て
は
な
ら
な
い 

悲
痛
な
医
療
者
の
叫
び
に
も
う
国
民
も
本

気
に
な
っ
て
耳
を
傾
け
る
時
期
で
は
な
い

で
す
か
？ 

２ 

２
０
２
０
年
８
月
１
日
現
在 

 
 

感
染
者
数
（死
亡
者
数
） 

世
界 

 

１
７
５
９
万
１

，
９
６
８
人
（６
７
万
９
４
３
９
人
） 

日
本 

 

３
万
７
０
９
５
人 

(

１
０
２
６
人) 

 

東
京
都 

 
 

１
万
２
６
９
１
人 

（３
３
２
人
） 

大
阪
府 

 
 

４
０
５
７
人 

（ 

９
０
人
） 

神
奈
川
県 

 

２
４
８
７
人 

（ 

９
９
人
】 

埼
玉
県 

 
 

２
３
１
３
人 

（ 

７
４
人
） 

北
海
道 

 
 

１
４
２
８
人 

（１
０
３
人
） 

千
葉
県 

 
 

１
６
６
０
人 

（ 

４
９
人
） 

群
馬
県 

 
 

１
９
０
人 

 

（ 

１
９
人
） 

新
潟
県 

 
 

１
１
０
人 

 
 

（  

０
） 

 

３ 

発
熱
な
ど
の
症
状
あ
る
と
き
の
対
応 

 

・
息
苦
し
さ
、
強
い
だ
る
さ
、
高
熱
な
ど
強
い 

 
 

症
状
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
人 

・
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど
、
重
症
化

し
や
す
い
人
で
、
発
熱
や
せ
き
な
ど
、
比
較
的

軽
い
風
邪
の
症
状
が
あ
る
人 

・
右
記
以
外
の
人
で
、
発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的

軽
い
風
邪
の
症
状
が
続
く
人
は
次
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。 

①
か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

 

イ
．
自
宅
待
機 

 
 

ロ
．
か
か
り
つ
け
医
に
受
診 

 
 

ハ
．
市
町
村
の
発
熱
外
来
に
連
絡 

 
 

ニ
．
藤
岡
多
野
医
師
会
の
発
熱
外
来 

 

② 

直
接
、
各
市
町
村
の
発
熱
外
来
に
連
絡 

③ 

藤
岡
市 

藤
岡
多
野
発
熱
セ
ン
タ
ー 

 

（
公
立
藤
岡
総
合
病
院
駐
車
場
に
設
置
） 

予
約
受
付 

０
８
０―

５
８
７
７―

５
８
８
４ 

 
 

予
約
時
間 

平
日
午
前
９
時
～
午
前
１
１
時 

診
察
時
間 

平
日
午
後
一
時
半
～
午
後
２
時
半
ま
で 

 

＊
注
意 

平
日
の
み
。
対
象
は
妊
産
婦
を
除 

い
た
中
学
生
以
上
で
、
小
学
生
以
下
は
か
か 

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
発
熱
外
来
の
案
内
は
市
町 

 

村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
巻
末
の
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
後
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
お
願
い
】 

○ 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
診
を
勧
め
ら
れ
た
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
は
お
控
え
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え

る
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に
あ

る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
【
そ
の

他
】 ① 

車
内
で
待
た
れ
て
い
る
方
に
は
駐
車
場
ま
で
医

師
が
行
っ
て
診
察
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電

話
で
連
絡
を
し
ま
し
た
ら
、
車
窓
を
開
け
て
換
気

し
、
マ
ス
ク
を
か
け
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 
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② 

電
話
で
ご
様
子
を
伺
い
、
処
方
を
行
い
薬
局

に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

③ 
玄
関
に
入
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
ア
ル
コ
ー
ル
で

手
指
の
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ル
コ
ー

ル
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
受
付
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。 

④ 

ト
イ
レ
の
後
は
必
ず
石
鹸
と
水
で
手
を
洗
っ

て
下
さ
い
。 

⑤ 

相
互
の
飛
沫
感
染
防
御
の
た
め
に
、
受
付
カ

ウ
ン
タ
ー
や
診
察
室
、
処
置
室
で
は
、
ボ
ー

ド
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ
て
お
り

ま
す
。 

⑥ 

ト
イ
レ
で
の
手
洗
い
後
に
使
用
し
た
あ
と
の

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
以
外
は
、
使
用
し
た
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
は
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
。 

（
待
合
室
の
ご
み
入
れ
は
感
染
防
止
の
た
め 

 

撤
去
し
て
あ
り
ま
す
） 

⑦ 

待
合
室
で
は
大
声
で
の
談
笑
は
で
き
る
だ
け

避
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

参
考 

手
洗
い
の
効
果
は
想
像
以
上
に
良
い
も
の 

で
す
。 

  

                

５ 

自
分
た
ち
で
や
れ
る
こ
と
は 

し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
！ 

（
１
）
標
準
予
防
策
の
徹
底 

 
 

① 

呼
吸
器
衛
生
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト 

 
 
 

 

例 

肘
を
口
に
当
て
る 

 
 

②
個
人
防
護
具
の
着
用 

 
 

 
 

例 

マ
ス
ク
の
着
用 

 
 

③
ア
ル
コ
ー
ル
ま
た
は
石
鹸
に
よ
る
手
指 

消
毒 

 

（
２
）
医
療
者
の
感
染
予
防
策 

 
 

①
飛
沫
感
染
予
防
策
、
接
触
感
染
予
防
策 

例 

ゴ
ー
グ
ル
、
ガ
ウ
ン
、
手
袋
、
マ
ス
ク 

（
② 

部
屋
の
換
気
） 

（
３
）
患
者
様
へ
の
対
応 

 

 
 

① 

他
の
患
者
と
の
動
線
を
切
り
離
す 

 
 
 
 

 
 

② 

待
合
室
で
の
感
染
が
な
い
よ
う
に 

 
 

③ 

換
気
の
励
行 

 

６ 

ま
と
め 

 

い
ろ
い
ろ
な
ご
無
理
を
お
願
い
し
て
い
る
の
に 

 

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。 

①
医
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
感
染
の
疑
い
が
出
た
場
合
に 

は
医
院
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。 

医
院
に
は
、
一
般
の
慢
性
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
や

急
を
要
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く
来
院
す
る
ほ
か
に
重

症
な
在
宅
患
者
さ
ん
へ
の
往
診
も
多
く
あ
り
ま
す
。

医
院
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
と
こ
れ
ら
の
方
々
へ
の
診
療

の
継
続
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
場
合

の
患
者
さ
ん
の
不
安
・
混
乱
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

 手洗いの方法 残存ウイルス量（残存率） 

手洗いなし 約１００万個 

流水手洗い １５秒 約１万個（約 1％） 

ハンドソープ 10～30秒 

流水手洗い １５秒 

数百個（約 0.01％） 

ハンドソープ 60秒 

流水手洗い １５秒 

数十個（約 0.001％） 

ハンドソープ 10秒 

流水手洗い １５秒、2回 

約数個（約 0.000１％） 
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お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
は
こ

れ
ま
で
通
り
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

② 

そ
れ
と
と
も
に
ほ
か
の
方
々
の
健
康
に
も
気
を

配
り
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎

の
収
束
を
一
緒
に
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。 

ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ウ
バ
ユ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
七
十
五
） 

そ
の
一
、 

新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
の
経
験
と
対
策
の
ま
と
め 

第
２
，
３
波
へ
の
備
え 

一
、
世
界
の
感
染
者
数
（
死
亡
者
数
） 

世
界 

１
７
５
９
万
１

，
９
６
８
人
（６
７
万
９
４
３
９
人
） 

日
本 

 

３
万
７
０
９
５
人 

(

１
０
２
６
人) 

 

二
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は 

●
主
な
症
状 

 
初
期 

発
熱
、
乾
い
た
咳
な
ど
か
ぜ
様
症
状
が  

      
だ
ら
だ
ら
続
く
。
味
や
に
お
い
が
分
か
ら  

      

な
い
・
味
覚
嗅
覚
異
常
は
特
徴
的 

 
 
 

軽
症
の
ま
ま
回
復
す
る
人
、
無
症
状
の
人 

 
 
 

３
９
℃
前
後
の
高
熱
、
強
い
咳
、
息
苦
し
さ 

 
 
 

な
ど
の
肺
炎
症
状
を
起
こ
す
人
も
あ
る
。 

●
感
染
経
路 

 
 

 
 
 

飛
沫
感
染
（
咳
、
く
し
ゃ
み
、
会
話
） 

 
 
 

接
触
感
染 

●
感
染
予
防
の
基
本 

   

石
鹸
を
使
っ
た
手
洗
い
を
こ
ま
め
に
。 

 
 

マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も 

     

手
洗
い
の
効
果
、
時
間
と
回
数
の
効
果 

    

エ
タ
ノ
ー
ル
に
よ
る
殺
菌
の
ほ
か
に
、
身
近

に
あ
る
洗
剤
に
よ
る
滅
菌
を
利
用
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
６
ペ
ー
ジ
表
参
照
。 

 

三
、
当
院
で
の
対
応
概
略 

 

１
．
診
療
体
制 

 

（
１
）
３
密
防
止
（
＊
密
閉
、
密
接
、
密
集
） 

 

処
方
日
数
を
長
期
化
、
変
化
あ
る
場
合
は 

 

 

即
連
絡
す
る
条
件
で
。 

 

（
２
）
原
因
不
明
の
発
熱
、
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
の 

 

疑
い
あ
る
患
者
さ
ん
は
車
内
で
待
機
、
電

話
で
問
診
後
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
（Personal 

Protective Equipment

）
＝
個
人
防
護

具
）
装
着
後
診
察
。  

 

（
３
）
内
視
鏡
検
査
中
止
、
緊
急
性
の
高
い
症 

 

例
は
公
立
藤
岡
総
合
病
院
、
く
す
の
木
病

院
に
お
願
い
し
た
。 

 

（
４
）
往
診
で
は
、
患
者
宅
訪
問
時
Ｐ
Ｐ
Ｅ
装

着
、
手
指
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒 

２
．
院
内
の
防
御
対
策 

 

（
１
）
受
け
付
け
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ア
ク
リ
ル
ボ 

 

ー
ド
設
置
（
４
・
５
） 

（
２
）
待
合
室
の
座
席
の
間
隔
マ
ー
ク 

（
３
）
受
け
付
け
前
の
立
ち
位
置
、
マ
ー
ク 
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（
４
）
待
合
室
の
新
聞
・
図
書
・
掲
示
物
・
植

木
鉢
・
ゴ
ミ
箱
撤
去 

（
５
）
洗
面
所
に
手
洗
い
方
法
の
掲
示 

（
６
）
洗
面
所
の
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ヤ
ー
使
用
停 

 

 
 
 

止 

（
７
）
受
付
で
の
血
圧
測
定
を
廊
下
に
変
更 

し
、
準
清
潔
区
域
化
す
る
（
ゾ
ー
ニ 

ン
グ
） 

（
８
）
職
員
更
衣
・
休
憩
室
を
清
潔
区
域
化
す 

 
 
 
 

る 

（
９
）
診
察
室
の
ビ
ニ
ー
ル
に
よ
る
シ
ー
ル
ド

設
置 

(

１
０) 

採
血
時
の
シ
ー
ル
ド
設
置 

(

１
１
）
車
内
待
機
患
者
と
の
間
に
衝
立
式
シ 

 
 
 
 

ー
ル
ド 

 

３
．
不
足
医
療
器
具
対
策 

 
 

（
１
）
使
用
数
調
査 

マ
ス
ク
、
手
袋
は
午
前
午
後
交
換
、

処
置
後
交
換(

使
用
数
記
録) 

（
２
）
使
用
用
途
に
よ
り
手
袋
、
マ
ス
ク
、

キ
ャ
ッ
プ
、
ガ
ウ
ン
は
洗
剤
で
洗
浄
、

ま
た
は
オ
ー
ト
ク
レ
イ
ブ
使
用
し
、
破

損
・
撥
水
性
の
有
無
を
確
認
し
再
利
用 

（
３
）
不
織
布
に
よ
る
マ
ス
ク
製
作
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
版
で
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

製
作 

 

４
．
生
じ
た
事
象
に
関
す
る
も
の 

（
１
）
外
来
患
者
数
半
数
を
割
る 

（
２
）
病
院
か
ら
終
末
期
患
者
の
在
宅
医
療
移 

 
 
 

行
症
例
増
加 

（
３
）
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
不
足 

酒
造
メ
ー 

 
 
 

カ
ー(

永
井
酒
造
、
聖
徳
酒
造)

か
ら
の 

 
 
 

購
入
（
新
聞
記
事
及
び
医
師
会
経
由
） 

 
 
 

で
対
応 

（
４
）
私
的
生
活
で
時
間
的
余
裕→

運
動
時
間 

 
 
 

を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
５
） 

私
的 

英
会
話
教
室
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化 

（
６
） 

私
的 

ピ
ア
ノ
教
室 

中
止 

（
７
） 

私
的 

教
会
で
の
礼
拝 

中
止 

（
８
） 

医
師
会
会
議
、
勉
強
会
す
べ
て
中
止 

 

➡

情
報
不
足➡

精
神
的
不
安 

（
９
） 

私
的 

県
内
２
回
の
旅
行
計
画
中
止 

（
１
０
）
高
校
時
代
の
友
人
か
ら
、
マ
ス
ク
、 

手
袋
補
充
応
援
あ
り 

 (

１
１) 

近
医
急
逝
に
よ
る
閉
院
の
影
響 

 (

１
２) 

開
院
記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

無
観
客
に
て 

 

施
行(7.30) 

５
．
経
営
の
こ
と 

 

（
１
） 

外
来
患
者
数
減
少
、
収
入
減
少
、
給
与 

へ
の
影
響
の
こ
と
） 

６
．
感
想
・
そ
の
他 

 

（
１
）
第
２
、
３
波
に
対
し
て
の
医
療
用
品
の
備 

 

蓄
の
必
要
性 

（
２
）
長
期
戦
略
立
案
の
必
要
性
（
診
療
） 

（
３
）
情
報
キ
ャ
ッ
チ
す
る
態
勢 

（
４
）
そ
の
他 

 

そ
の
二
、 

第
十
八
回
開
院
記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

 

期
日 

七
月
三
十
日
（木
） 

 

時
間 

午
後
５
時
か
ら
７
時 

 

場
所 

医
院
待
合
室 

演 

奏 
 

フ
ル
ー
ト 

  
 

鶴
渕
千
景 

ピ
ア
ノ 

 
  

 

田
中
悠
一
郎 

譜
面
め
く
り 

 

飯
塚
友
子 

観 

客 
  

医
院
職
員
五
名
、
院
長
、
家
族
６
名 

感
染
対
策 

検
温 

 
 

 
 

 

フ
ル
ー
ト
演
奏
者
の
前
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ル
ド 

 
 

 
 

 

聴
衆
と
の
間
隔 

２
メ
ー
ト
ル
以
上 

 
 

 
 

 

聴
衆 

マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
装
着 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

幼
児
除
く
） 

 
 

 
 

 

天
窓
（排
煙
口
開
放
、
待
合
室
３
面
の
窓
、 

扉
開
放
、
扇
風
機
に
よ
る
排
気
、
循
環
、 

 
 

 
 

 

観
客
間
隔 

１
メ
ー
ト
ル
以
内(

す
で
に 

日
常
勤

務
で
接
触
あ
る
た
め
距
離
は
取
ら
ず) 

入
室
時
、
手
指
消
毒
、
大
声
で
の
談
笑
禁 
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 曲 

目 
 

 
 

(

第
一
部) 

オ
ペ
ラ≪

ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ≫

序
曲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

グ
リ
ン
カ 

ソ
ナ
タ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
ラ
ン
ク 

 
    (

第
二
部) 

 
 

 
 

 

優
し
い
あ
の
子 

 
 

 
 

 

Ｈ
ｉ
ｒ
ｕ
ｋ
ａ
ｚ
ｅ 

 
 

 
 

 

さ
く
ら 

 
 

 
 

 

Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ 

 
 

 
 

 

上
を
向
い
て
歩
こ
う 

 
 

 
 

 

合
唱
） 

ふ
る
さ
と 

 
 

 
 

 

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
メ
ド
レ
ー 
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新型コロナウイルスに関する問い合わせ 発熱外来  

＊診察には事前予約が必要 

県新型コロナウイルス感染症コールセン

ター 

平日・休日を問わず 

9：00-21：00 

0570-082-820 

 

（上記以外の時間は受診相談）  

           027-223-1111 

前橋市保健所 

平日休日とも  8：30-21：00 

027-220-1151 

上記以外の時間は 

027-224-1111 

高崎市保健所 

平日（受診相談） 

8：30-21：00   

027-381-6112 

（一般相談）    8：30-17：15 

027-381-6113 

027-381-6114 

上記以外の時間は夜間休日電話へ 

027-381-6123 

 

 

 

前橋市発熱外来 

市コールセンター  

027-220-1151 に連絡 

高崎市夜間休日急病診療所（市

総合保健センター内） 

予約受付 027-381-6000 

土日・祝日 午前 9：30-12：00 藤

岡多野発熱センター 

（公立藤岡総合病院駐車場） 

予約受付 080-5877-5884 

予約  午前 9：00-11：00 

診察  13：30-14：30 

黒沢病院（高崎市）          

  月～土 11：00-13：00 

027-352-1111 

埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター 

0570-783-770（24 時間受付） 


